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１． はじめに 
日本の夏の天候を支配する太平洋高気圧がどの程

度西に張り出すのかは、フィリピン海の積雲対流活

動の活動度に依存することが指摘されている(Nitta 
1987)。フィリピン海付近の低圧部と日本付近の高気
圧とが逆位相の関係にあり、夏季西部北太平洋の代

表的な気圧配置パターンである太平洋－日本(PJ)パ
ターンとして知られている(Nitta 1987, Kosaka and 
Nakamura 2010)。 

PJパターンは、夏季に卓越する対流圏下層渦度の
南北ダイポール構造で特徴づけられ、西部北太平洋

や東アジアモンスーンの年々変動パターンを表して

いる(図 1a)。PJパターンが正の夏は、フィリピン海
付近が低気圧偏差、日本付近が高気圧偏差となり、

フィリピン海から南シナ海の対流活動が活発になり、

日本付近は猛暑で乾いた夏の傾向が見られる(図
1b-d)。一方で、PJパターンが負の夏は、逆にフィリ
ピン海から南シナ海の対流活動が不活発で、日本付

近は冷夏多雨の傾向が見られる。 
本研究では、PJパターンを表す指標に地上気圧デ

ータを用いることで、1897年まで遡り、より長期間

の西部北太平洋や東アジアモンスーンの変動を明ら

かにすることにある。地上気圧のシーソー関係を用

いて大規模循環場の年々変動を捉えた研究は、古く

は南方振動(SOI)や北大西洋振動(NAO)に遡ること

ができる(Walker 1924)。 
２. データと解析手法 
 地上気象データは日本の 13 か所の気温と横浜の
気圧データを気象庁の 1897年-2013年のデータを用
いた。台湾の恒春の気圧データを台湾気象局と気象

庁の前身の中央気象台のデータの 1897年-2013年の
データを用いた。フィリピンの西部雨量として 5地
点の平均データをフィリピン気象庁とアメリカ統治

時代のフィリピン気象月報の 1901年-2013年のデー
タを用いた。日本のコメ収穫量は農水省の統計資料

を 1897年-2013年で用いた。長江の流量はThe Global 
Runoff Data Centre, 56068の Yichang測候所の 1897
年-2010 年のデータを用いた。台湾と沖縄付近を通
過した台風数は、Kubota and Chan (2009)の手法に基
づいて台風を定義し、Joint Typhoon Warning Center、
フィリピン気象月報、気象要覧の 1904年-2013年の
データを用いた。また、台風頻度は気象庁の 1951
年-2012 年ベストトラックデータを用いた。台風日
は台風が半径600km以内に出現する日数と定義した。
再解析やグリッド降水量データは JRA55 (1958 年
-2012年)(Ebita et al. 2011), CMAP(1979年-2012年) 
(Xie and Arkin 1997)を用いた。ENSO(エルニーニョ南
方振動)の指標として、Niño3.4 の海面水温(1887 年
-2012 年)からを HadSST3 (Kennedy et al. 2011)と
SOI(1887年-2012年)は Trenbeth (1984)を用いた。 

 

 

図１：JRA55の夏季(6－8月)850hPa渦度(北緯 10º-55º,東経 100º-160º：(a)の四角)(1979年-2009年)の EOF第 1モードから

の回帰(コンター)と相関(色コンター)。(a)850hPa 渦度, (b)海面気圧, (c)地上気温, (d)降水量を表し、(a-c)は JRA55, (d)は

CMAPを用いた。PJパターンの指標に用いた横浜と恒春は(b)で＋印で表す。 



PJパターンの指標は、図 1bの高気圧偏差の横浜
と低気圧偏差の台湾の恒春を選び、規格化した 6－8
月平均の両地点での気圧差で定義した。 

 
PJパターンの指標＝横浜(気圧)－恒春(気圧) 
 

850hPa渦度の EOF第 1モードで得られた PJパター
ンと地上気圧データで求めた PJ パターンの指標と
の相関は 1979年-2009年で 0.74に達した。2地点の
気圧のシーソー関係から導いた PJ パターンの指標
の妥当性を表している。 
３．結果 

 PJパターンの指標は、気温や降水量以外にも幅広
い気候要素と関係している。図 2 は、1979 年-2013
年について PJパターンの指標、ENSOの指標、フィ
リピン西部夏季降水量、北日本の夏季気温、日本の

コメ収穫量、台湾・沖縄を夏季通過する台風数、長

江の夏季流量を表し、いずれも PJパターンとの相関
が高く有意である。PJパターンが正の年は、気温や
降水量以外に日本のコメの収穫量が多く、台湾・沖 
 

図 2：上から PJ パターンの指標、前冬(12 月－2 月)の

Niño3.4 の海面水温偏差(符号逆転)(単位℃)、夏季(6 月－8

月)の西部フィリピン 5 地点の平均降水量偏差を規格化、

夏季(6 月－8 月)北日本の気温偏差(単位℃)、夏季(6 月－8

月)台湾と沖縄を通過した台風数偏差を規格化、夏季(6 月

－8月)長江流量を規格化(符号逆転)。正偏差を赤、負偏差

を青色棒で表す。右端の数字は PJ パターン指標との相関

を表す。ただし、長江流量は 2002年までの相関。灰色帽

は 2003年に完成した三峡ダム以降の値を表す。PJパター

ン指標以外は 9年移動平均からの偏差で表す。 

縄を通過する台風数が多いことがわかる。一方で、 
負の年は長江流量が多く、1998年の大洪水などが対
応する。さらに、前冬の ENSOと相関が高く、エル
ニーニョ/ラニーニャの翌夏は PJ パターンの指標は
負/正の年になる。Xie et al. (2009) はエルニーニョ翌
夏のフィリピン海の対流活動の抑制は、ENSO の強
制メカニズムを提案している。エルニーニョ時に熱

帯インド洋の海面水温を暖め、ENSO 衰退後の夏季
までインド洋の高海面水温は持続し、フィリピン海

の対流活動を弱め、PJの負パターンを強制する。 
 一方で、ENSO と熱帯インド洋の海面水温との関
係は、1970年代以前は翌夏まで持続しないことが指
摘されている(Xie et al. 2010)。さらに長期の船舶の
海面水温データを用いていることで、20世紀前半は
再び熱帯インド洋の海面水温との関係が翌夏まで続

く数儒年変動が見られる(Chowdary et al. 2012)。この
数十年変動は PJ パターンにも影響を与え、PJ パタ
ーン指標と前冬の ENSOとの相関は、1970年代以前
は低くなり、1930年代、1910年代以前の 20世紀前
半に再び高くなる数十年規模で関係が変化している 
 

図 3：PJ パターン指標と前冬(12 月－2 月)Niño3.4 の海面

水温との相関(黒線)と SOIとの相関(紫線)の 21年移動相関

を表す。95%有意水準は破線で示す。 

図 4：夏季(6月－8月)の気温と

PJ パターン指標との 21 年移動

相関(上図)。95%有意水準は細

線で示し、北日本(青色)、東日

本(緑色)、西日本(赤色)、南西諸

島(朱色)で表す(上図)。用いた地 

点は、三角で示す(下図)。 
 



(図 3)。PJ パターン指標と日本の夏の気温との相関
が高いことは、図 1,2で示したが、1897年まで遡っ

た長期の関係を図 4に示した。北日本、東日本、西
日本では 1960年代以降で有意な正の相関が見られ、
PJ パターンが正の年は猛暑になることを表してい
る。一方で、南西諸島は負の有意な相関が見られ、

逆に冷夏を表している。この関係は、1960年代より
前は不明瞭になり、1930年代、1910年より前に再び
明瞭な関係が現れ、数十年規模で関係が変化してい

る。 
 夏季(6月―8月)台湾や沖縄周辺を通過する台風頻
度が最も多く、台風日は 8 日前後に達する(図 5)。
1970年代以降は、PJパターンの正の年は台湾や沖縄
周辺を通過する台風日がさらに 2日増加する傾向が
見られた。一方で、南西諸島の夏季気温が低いのは、

台風が多く通り天気が悪いことと関連している。台

湾や沖縄周辺を通過する台風は中国大陸や朝鮮半島

に上陸する傾向があることがわかる。ただ、1970年
代より前は、PJパターンとの回帰分布が異なり、PJ
パターンの正の年はフィリピン北部を通過する台風

が減少している。 

  図 5：夏季(6 月―8 月)台風日の気候値(コンター)と台
風日と PJ パターン指標との回帰(色コンター)を示す(a: 
1951年－1978年, b: 1979年－2012年)。95%有意な範囲を
ハッチで示す。 

図 6：夏季(6月―8月)台湾・沖
縄を通過する(ピンクのハッチ
領域：下図)台風数と PJパター
ン指標との 21 年移動相関(上
図)。95%有意水準を破線で示す。 
 

夏季(6月―8月)に台湾や沖縄周辺を通過する台風
数とPJパターン指標との関係を 1904年まで遡ると、

PJ パターンの正の年に台湾や沖縄周辺を通過する
台風数が増加する正の有意な相関が 1970 年代以降
に見られるだけでなく、1930 年代から 1950 年代も
また相関が高く、数十年規模での関係が変化してい

る。 
 コメの収穫量は日照時間の長さが重要な要素と言

われている。日本のコメの単位面積あたりの収穫量

と PJ パターン指標との相関を図 7 に示す。1970 年
代以降は有意な正の相関が見られ、PJパターンの正
の年は収穫量が増え、日照時間の長い猛暑と対応し

ている。本州の気温との関係と同じように 1960年代
以前は PJ パターン指標との関係が不明瞭になり、
1910年代に再び明瞭になっている。コメの収穫量に
は、気候の影響だけでなく、農業技術の進歩や品種

改良による収量の増加や、国策による収量調整など

の複合的な要因を含まれている。それにもかかわら

ず、気候要素である PJパターン指標との関係が明瞭
に見られることが興味深い。 
 
 

図 7：日本の 10a あたりのコメの収穫量と PJ パターン指

標との21年移動相関を示す。95%有意水準を破線で示す。 

 

４．まとめ 

 日本を含む夏季東・東南アジアモンスーンの代表

的な気圧配置パターンであるフィリピン海付近が低

気圧偏差、日本付近が高気圧偏差となる PJパターン
に着目し、2 地点の地上気圧データを用いてその差
から定義した。地上気圧データを用いることで、1897
年まで過去 117年間の PJパターン指標を再現した。
PJパターンの指標と東・東南アジアの広域の夏季気
温や降水量との高い相関だけでなく、日本のコメの

収穫量、長江の夏季流量、台湾・沖縄を通過する台

風数とも有意な関係がある。ENSOの翌夏の PJパタ
ーンとの関係があり、エルニーニョ/ラニーニャの翌



夏は PJパターンの指標は負/正の年になる。 
 より長期の ENSO と翌夏の PJ パターンとの関係
は、不明瞭な時期が 1920年代、1940年代から 1970
年代に見られ、数十年規模で関係の変化が見られる。

これに対応して、日本の気温、台湾・沖縄を通過す

る台風数、日本のコメの収穫量との関係もまた数十

年規模で変化していた。これは夏季東・東南アジア

モンスーンの代表的な気圧配置パターンが数十年規

模で変化していることを示唆しており、100 年規模
の長期間の解析が可能となる長期観測データの復元

の重要性を示している。 
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